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第6回欧州地域会議で歓迎の挨拶をする若手世代ネットワーク会長のSylvain Andresz氏（写真提

供：IRPA2022―Végel Dániel) 
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Translated by Yuki Morishita and Hiroshi Yasuda, and reviewed by Michiya Sasaki. 
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7月初旬、米国保健物理学会との協力のもと、IRPAは最初のウェビナ

ーを開催することができました。このウェビナーでは、IRPAの様々な

タスクグループに焦点を当て、各グループが行っている目標や作業の

要約を提供しました。このウェビナーでは、IRPAの各タスクグループ

の目標や作業内容を紹介しました。2度のパンデミックの後、勢いを取

り戻すことが重要で、ウェビナーという形式により、多くの聴衆を集

め、我々の取り組みへの関心集めることができました（願わくは！）。

このセミナーは大成功で、私の目標は2023年初めに2回目のウェビナ

ーを開催することです。 
ウェビナーに参加できなかった方のために、YouTubeに録画をアップ

しています。 
 

ウイルスのせいで2年間も離れ離れになりましたが、遠隔会議やウェビナーの普及により、より自

由に、より頻繁にコミュニケーションをとるための新しい方法を開発することもできました。北米

とヨーロッパの大会では、初めてハイブリッド形式で協賛団体のフォーラムを開催することができ

ました。10月中旬にアクラで開催されるAFRIRPA大会も同様に、ハイブリッドで開催される予定

です。私はジュネーブで開催された第3回IAEA Occupational RP conferenceに参加し、Joseph 
Amoako氏およびガーナチームと会い、AFRIRPA大会の準備について話し合い、協力する機会を

得ることが出来ました。 

 
2022年10月にアクラ・ガーナで開催される次の地域大会について話し合う

Bernard Le Guen氏とJoseph Amoako氏並びにガーナチーム。 

https://youtu.be/GVjVgoiUecI
https://youtu.be/GVjVgoiUecI
https://youtu.be/GVjVgoiUecI
https://youtu.be/GVjVgoiUecI
https://youtu.be/GVjVgoiUecI
https://youtu.be/GVjVgoiUecI
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ASFは、自国にIRPAの団体を持たないアフリカ諸国を含め、参加を希望するすべてのアフリカ諸国に

開かれたものです。すでにいくつかの国から積極的な関心が寄せられています。IRPAの戦略的基盤

の1つは、まだ国内学会を持たない国も含め、すべての放射線防護専門家に開かれた活動を行うこと

です。 
 

ジュネーブで開催された同会議では、インドの学会の代表者とも会い、1月にムンバイで開催され

る地域会議について議論することが出来ました。これからの数週間、数ヶ月は、この2つの大会に

加え、サンチアゴ・デ・チリでの南米大会と、とても忙しくなりそうです。 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023年1月にムンバイで開催され

る地域大会の準備について話し合

うインド学会代表のVenkatraman 
Balasubramaniam氏とBernard 

Le Guen氏。 
 
 
 
 
 
 
 
 

このパンデミックによって、何年もの間、あらゆる種類の物理的な会合ができなくなりましたが、

同時に新しい通信手段が普及し、会議やカンファレンスなどのイベントが、移動の必要なく大勢

の人々に開かれたものになったことは、少し逆説的です。私たちは、従来のワークショップや

IRPA会議を超えて、より多くの情報交換を可能にするこれらの新しい方法を取り入れるべく、努

力しているところです。 
 

しかし、私は、IRPAにとって、物理的な、直接のイベントは不可欠なものであると確信していま

す。学会は単に発表やポスターの場ではなく、コーヒーやランチを共にしながら、旧友との再会、

新しい仲間との出会い、将来の共同プロジェクトについての議論や計画などを行うユニークな機

会でもあります。つまり、どんな家族でもそうですが、再会するのは気持ちがいいもので、今年

も皆様にお会いできることを大変嬉しく思っています。IRPAファミリー、万歳！ 
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ブダペストで開催されたIRPAヨーロッパ地域大会は、IRPA若手世代ネ

ットワーク（YGN）と大きな関わりを持ちました。YGNリーダーシッ

プ委員会とブダペスト現地組織委員会の間で、大会の約1年前から企画

が始まりました。エネルギー研究所のDorottya Jakabさんは、若い世代

を代表して現地組織委員会に参加し、会議での若い世代のための活動を

展開する上で重要な役割を果たしました。本稿では、その活動をいくつ

か紹介します。 
 
 

a) 若手世代の来場者数 
大会参加者約410名（直接参加326名、バーチャル参加83名）のうち、57名（14％）が若手専門家

という適切な割合でした。主催者は、若い世代の参加を奨励し促進するために登録料の割引を行い、

さらに、EURADOSなどのいくつかの専門機関が助成金や財政支援を提供しました。参加者の多く

が研究発表プログラムに参加し、約150の口頭発表と110のポスター発表が行われましたが、すべて

査読付きでした。 
 

若手専門家は、参加者としてだけでなく、組織委員会や科学委員会のメンバーとしても参加しまし

た。IRPA YGNのメンバーは、特別な科学委員会の活動に招待され、それぞれの分野で提出された

アブストラクトの審査と受理、研究発表プログラムの作成をサポートしました。 
 

IRPA YGNリーダーシップ委員会の出席者は、専用の会議を開催するほど多くはありませんでした

が、それでもこの大会は、すでにIRPA YGNと連絡を取っていた各国の若手世代のネットワーク

（具体的には：イタリア、ベルギー、ルーマニア、イギリス、オーストリア）や、新しいネットワ

ーク（サウジアラビア）とのネットワークや会議の機会を提供するものでした。 
 

IRPA YGN Leadership Committeeの活動と2022-2024年の戦略アジェンダが、Forum of Associate 
Societies（5月30日）およびExecutive Council Meeting（6月1日）で発表されました。 

 
b) IRPA YGN オープニングセレモニーにて（5月30日） 
開会式では、IRPA YGNの議長が、ネットワークの使命と目的、その役割の重要性、若い世代を

支援することの重要性を提示することを目的に、短い歓迎の挨拶を行いました。 
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オープニングセッションでYGN代表と

して挨拶をするSylvain Andresz氏（写

真提供：IRPA2022―Végel Dániel) 
 
 
 
 
 

c) 若手世代のためのキャリアガイダンス・ワークショップ（5月31日開催） 
当初、若い世代のキャリアガイダンス・ワークショップが提案されましたが、他の仕事との兼ね合

いで、最終的に必要なリソースを確保することができませんでした。このワークショップは、若手

専門家が放射線防護の異なる分野の専門家とキャリアについて話し合う機会となるはずだった。こ

のようなワークショップが次回のIRPA会議で開催されることを願っています。大会主催者は、これ

までに策定した計画について、形式、参加者案、扱うトピックなどを含め、関心のある方と喜んで

共有したいと思います。 
 

d) リフレッシュコース（6月1日～3日） 
若手世代だけを対象としたものではありませんが、午前中に行われた再教育コースは、若い専門家

や科学者が特定の分野の知識を得たり、それぞれの分野の最新動向を知ることで専門性を更新・拡

大するための機会を提供するものでした。再教育コースは、2つのレベルが用意されました。基礎

コース4回と上級コース5回です。基礎コースのテーマは以下の通りです。 

• 放射線の有害性と計算方法 

• 放射線防護教育にシステマティック・アプローチをどう生かすか？ 

• 放射線防護研究の課題とその放射線生物学的基盤 

• 放射線診断における患者の線量評価：モダリティ別の患者から特定の測定基準まで 
 

e) ヤングサイエンティスト・プロフェッショナルコンペティション（6月1日〜3日） 
このコンペティションは、2021年夏に大会ウェブサイト、欧州IRPA Associate Societies（AS）、

IRPA YGNチャンネルを通じて発表されました。このコンペティションへの参加は、ASからの正式

な推薦を受け、アブストラクトに続いてフル論文を提出し、口頭発表することが条件とされました。 
11カ国から15人のASが推薦され、そのうち13人が会議に出席しました。2021年末までに、

Dorottyaと組織委員会は、多くの経験を網羅し、若い世代の代表を含む9名の国際審査員を設置しま

した。審査員は特に効率的に競技者の評価と受賞者の選定を行いました。 
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この活動から得られたグッドプラクティスのうち、共有できるものを紹介します。 

コンペティションのための特定のセッションを設けるのではなく、研究分野に関連するセッショ

ンで、サイエンティフィック・プログラムに組み込まれた形で発表が行われました。プログラム

ブックでは、若手科学者の発表が明るい色で強調されています。 
論文と口頭発表の両方を対象とした評価フォーム*を作成しました。審査員は、プレゼンテーシ

ョンの最中に、あるいはライブで参加できない場合は録画したものをもとに、評価を行いまし

た。その結果をDorottyaが集計し、最高得点に対する審査員の得点の比率から、各コンペティ

ターの平均得点を算出しました。(この評価によって、審査員の一部が評価で省略した可能性の

ある点数の欠落による影響を避けることができた）。 
特に、若手研究者の研究への貢献度を評価し、Authorship Statement*を作成しました。この

Authorship Statementを再利用する場合は、各パートの貢献度（％）を若手研究者に大まかに示

してもらうことが推奨されました。 
審査委員会は、受賞者を決定するための議論の中で、評価票の正確さを利用して、研究、論文、

口頭発表の各コンペティターが達成した平均点に差をつけました。 
審査員の評価により、上位3位までが表彰されました。また、聴衆はカンファレンスアプリケー

ションを通じて好きな発表者に投票することができ、オーディエンスアワードも授与されました。 
6月3日、閉会式直前にコンペティション授賞式が行われました。賞金（大会基金と特別財団賞

から拠出）に加え、1位にはIRPA16への参加費が与えられました。また、各賞の受賞者には賞

状と記念品が贈られました。 
 

 
ヤングサイエンティスト・プロフェッショナルコンペティションの

全参加者による表彰式（写真提供：IRPA2022―Végel Dániel) 
 

*注：コンペティション評価書とオーサーシップステートメントの

コピーは、ご希望により著者から入手可能です。  
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2022年6月20日～21日、医療分野における耐容性と合理性の概念の適用について意見交換を促進し、

理解を深めるためのバーチャルワークショップが約20カ国から40名近くが参加して開催されまし

た。このワークショップは、IRPAと国際放射線防護委員会（ICRP）が共同で開催したものです。

前半の半日にはいくつかのオンライン講演が行われ、後半の半日は3つのワーキンググループで行

われました。 
 

背景 
 

放射線リスクの合理性と耐容性のモデルは、ICRP の原則を実施するための概念的枠組みです。放

射線防護システムの倫理的基盤に関する最近の動向は、この枠組みの意味、役割、倫理的価値観に

照らした実際の実施について再検討することを求めています。2019年、ICRPは専門タスクグルー

プ（TG114）を設置し、Publication 103を統合し明確にするために、合理性と耐容性に関する歴史

的な視点および現在の視点を再検討し、将来の一般勧告を策定するために必要な考察と基礎を準備

しました。 
 
 

 
 

ICRP タスクグループ内では、医療分野における合理性と耐容性の適用が議論されてきました。医療

における患者の放射線防護を示す医療の質の3つの主要な領域が検討されました。 
• 適切性・妥当性 
• 患者の線量管理 
• 患者中心主義 
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目的 
 

ワークショップのディスカッションで感じたことを以下にいくつか述べます。 
 WHOの健康の定義にはwell-beingが含まれている：正当性とリスクの関係を確立し、well-

beingに応じて治療を患者に適応させることが必要である； 

 リスクの算出には個人の特異性（性別、年齢、体格など）を考慮しなければならない。し

たがって、リスクの許容範囲は個人によって異なります。 
 患者さんから見て、どの程度のリスクが耐えられないと判断されるのかを知ることが重要

です。その答えは、医師とは異なるかもしれません。患者の見解は、医療被ばくのリスク

とベネフィットがどのように議論されてきたかによります。 
 医療行為が正当化されれば、それは容認される。正しく実行されれば、それは合理的とな

る。ただし、患者には情報を提供し、関与してもらわなければならない。 
 倫理的価値観の尊重は不可欠であり、特に尊厳、透明性、患者に対する医師の説明責任と

責任感が重要です。これらの概念は、国や状況によって異なる場合があります。 
 

今回検討・反省された点は、いずれもICRPのTG114の中で再度取り上げられ、多くの議論がなさ

れるでしょう。 



学会 スポットライト 
エジプト放射線防護学会 - 若手放射線防護スタッフ・研究者 

へのアドバイス 

9 

 

 

 

MOHAMED AHMED MAHMOUD GOMAA 
 
 

この記事では、私の経験を振り返り、Health Physics誌の最近の号をお勧めします（参考文献とし

て含まれています）。最初のポイントは放射線防護について、2番目はICNIRPの出版物についてで

す。 
 

ロンドン大学博士課程在学中の経験から、私は毎週ロンドン大学図書館の本館を訪れていました。昼

休みの時間を利用して、物理学の専門誌の最新号や、国際機関や国内機関の出版物に目を通したもの

です。大学図書館は非常に貴重な情報源ですので、若い研究者の皆さんには、定期的に大学図書館に

足を運ぶことをお勧めします。 
 

私は中性子遮蔽を研究テーマにしていたので、中性子源、中性子検出、中性子やその他の電離放射線

と物質との相互作用、中性子断面積測定、厚い遮蔽体における減衰といったトピックを定期的に閲覧

していました。さらに、書店に足を運び、物理学のテキストやその他の関連書籍を見ていました。 
 

ロンドンでの勉強を終えてカイロに戻ると、IAEA の出版物がすべて揃っているエジプト原子力庁の

図書館を訪れました。また、エジプト原子力科学・応用学会、核物理学会、放射線科学・応用学会な

どのエジプトの学会の会員にもなりました。さらに、英国物理学会、保健物理学会、米国原子力学会、

国際放射線物理学会、IRPAなどの国際的な学会にも所属するようになりました。これらの学会に参

加することで、最新の放射線物理学や放射線防護に関する情報を得ることができました。従って、若

い放射線防護の学生や専門家は、地域や国際的な学会に参加することを強くお勧めします。 
 

また、保健物理学会でも素晴らしい経験をさせていただきました。私は1980年に入会したばかりです

が、1970年からHealth Physics誌に自分の研究を掲載しています。さらに、親友の故Dick Griffithが編

集者だったころには、「Notes from Egypt」を送っていました。 
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MOHAMED AHMED MAHMOUD GOMAA 
 
 
 
 

最近、Health Physics誌で2つの重要な出版物に出会いました。 
 

まず、2022年7月号に掲載された本学会の年次大会の要旨は、ポスター19件、口頭発表202件、合計

221件で、より幅広いトピックをカバーしています。若い放射線防護担当者や研究者がこれらの抄録

に目を通すことは、放射線防護のあらゆる側面について最新の情報を得ることにつながるので、必ず

お勧めします。特に、Early Career Professional (ECP)セクションに焦点を当てたトピックがありま

す。このセクションでは、「ECPでの１日（A day in life of an ECP）」というタイトルで、各分野の

専門家によるいくつかのプレゼンテーションが発表されました。 
 

参考文献: Health Physics Journal , Vol 123, No 1, July 2022, HPS Abstracts, 67th Annual Meeting, 
17-21 July 2022, Spokane, WA, USA pages 34-94. 

 
次に、2020年6月号は非電離放射線を主に取り上げた特集号でした。 

 
参考文献: Health Physics Journal, Vol 118, No 5, May 2020, and International Commission on Non-
Ionizing Radiation Protection (ICNIRP), Non-Ionizing Radiation Protection Guidelines and statements, 
pages 477 to 580. 

 
以下は、私が優れたリソースと認めたいくつかの論文のタイトルです。 

1. 非電離放射線防護のための原則。 
2. 電磁界（100kHz～300kHz）への曝露を制限するためのガイドライン。 
3. ICNIRP 注記：2019年に発表された2つの無線周波数電磁場動物発がん性研究の批判的評価。 
4. 時間的に変化する電界及び磁界（1Hz～100kHz）への曝露を制限するための指針」に関連す

る知識のギャップ。 
5. ICNIRPレーザーガイドライン2013年版へのコメント。 
6. 発光ダイオード（LEDS）；安全性への影響。 
7. 美容目的での非電離放射線への意図的な人体被ばく。 
8. 波長180nm〜1,000mmのレーザー放射の曝露限界に関するICNIRPガイドライン。正誤表。 

 

最後になりましたが、若い放射線防護スタッフ、研究者の皆様の益々のご活躍をお祈り申し上げます。 



新しい準学会リエゾン 
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Adelene Gawさん、ありがとうございます。 
 

私たちの良き友人であり、大切な同僚でもあるAdelene Gawには、他の仕事に専念するため、

準学会リエゾンのポジションを離れると告げられ、私たちの気持ちは悲しみでいっぱいです。

Adeleneは、世界中の関連団体から記事やプロフィールを集め、会報を多言語化するために翻訳

チームを説得し、私たちの仕事が軌道に乗るように様々な委員会やタスクグループの皆とカナ

ダ放射線防護学会との間で連絡を取り合い、本来の業務に加え、それ以外の生活や魅力ある放

射線防護の世界におけるあらゆることで、IRPAを支援してくれました。 
 

Adelene は、これらすべてを効率よく、有能に、そして忍耐強くこなし、切れ味の悪いコメン

トや心ない言葉を口にすることはありませんでした。私たちは、IRPAのメッセージを会員や世

界によりよく伝えるために、長年にわたり献身的に働いてくれたあなたに感謝し、深くお礼を

申し上げるとともに、心からお祈りしています。 
 

幸運なことに、Adeleneは、退職する前に、後任のMichèle Légaréを見つける手助けをしてくれ

ました。Michèleは現在自分が引き継ぐ仕事の大変さを実感しています。AdeleneとMichelleの2
人の活躍を祈っています。 

 
 

ようこそ。Michèle Légaréさん。 

仕事、家庭、その他、ご自身のことについて

教えてください。 
 

私は、カナダのオタワにあるオタワ病院に勤務し

ています。幸いなことに、放射線・レーザー安全

部には医療保健物理士と医療放射線技師からなる

素晴らしいチームがあり、私は部長兼コーポレー

トRSO（放射線安全管理者）兼LSO（レーザー安

全管理者）を務めています。私たちは、イノベー

ション・品質ポートフォリオに属しており、新し

い方法や放射線安全プログラムを改善するための 
パートナーシップを見つけるのが好きな私には最適なところです。私は、リーダーを育て、チ

ームとして目標を達成することに誇りを感じています。家庭面では、家族と一緒に過ごすこと、

湖に行くこと、ウォータースポーツを楽しむことが好きです。旅行や多様な文化について学ぶ

ことが好きで、それが様々な言語を学びたいという欲求を高めている理由かもしれません。私

はフランス語と英語に堪能で、スペイン語は会話レベル、イタリア語は勉強中です。 



新しい準学会リエゾン 
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放射線防護の仕事を始めたきっかけは？ 
 

国防省の学生として核不拡散に関するプロジェクトに携わっていたとき、保健物理学という分

野に出会いました。物理学の学士号を取得した後、カナダのマクマスター大学の保健物理学修

士課程に入学しました。父ががんで亡くなったばかりだったので、放射線の安全な利用を確保

するために自分が貢献できると感じ、有意義でした。卒業研究では、オンタリオ発電所、チョ

ークリバー研究所、カナダ原子力安全委員会など、さまざまな組織に関わりました。そこから

私は関連の仕事に夢中になり、カナダ放射線防護学会（CRPA）に長年にわたってさまざまな役

割で貢献するようになりました。 
 

IRPA Bulletinの準学会リエゾンの役割に志願されたきっかけは？ 
 

CRPAの国際リエゾン委員会の委員長を引き受けることになったとき、私は喜んで引き受け、

IRPAの関連学会との連携が自然に行われるようになったと思いました。 
 

具体的に達成したい目標やマイルストーンがあれば教えてください。 
 

それぞれの学会の戦略的計画に整合性があることを見出し、会員に提供するものを継続的に改善

し、向上させるために、私たちのつながりを活用します。ここ数年、世界中で起きている出来事

に誰もが影響を受けており、私たちのネットワークを活用して学びを共有することができること

を示しました。 
 

その他、読者へのメッセージをお願いします。 
 

私のドアは常に開いており、読者や同業者から、どのように協力できるかを聞くのが楽しみで

す。バンクーバーで開催されるCPRA ICRP 21+1合同会議に参加される方は、ぜひ私をお目に

かかりましょう！直接お話できることを楽しみにしています。 



ICRP 2021+1インタビュー： 
JEFF DOVYAK & JOE CORTESE, CRPA
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ICRP 2021+1は、ブリティッシュコロンビア州バンクーバーで開催され、ホストは 
• 国際放射線防護委員会（ICRP）、 
• カナダ原子力安全委員会（CNSC）、および 
• カナダ放射線防護学会（CRPA） 
になります。 

 

今回は、CRPAのプログラム委員であるお二人にインタビューを行いました。CRPAの元会長であ

るJeff Dovyakは、プログラムのいくつかの要素について、バンクーバー出身のJoe Corteseは、彼

の故郷について、また、バンクーバー滞在中に楽しめるアクティビティやアトラクションについて

話してくれました。 
 
 

 Jeff Dovyak氏（プログラマー）インタビュー 
 

プログラム委員として、ICRP 2021+1での参加者の楽

しみは何だと思いますか？ 
参加者は、多様な解決策（そしておそらく自国の放射

線防護コミュニティで議論されていない問題）を聞く

ことができることを楽しみにしていることでしょう。 
 

個人的に今回のイベントで一番楽しみにしていることは何ですか？ 
これまでカナダ、そしてアメリカの放射線防護専門家としか会ったことがなかったので、いろい

ろな国の放射線防護専門家に会えるのは楽しみです。 
 

どのようなトピックが最も議論を呼ぶと思いますか？ 
どのトピックも多くの議論を巻き起こすことを期待しています。シンポジウムのテーマが「放射線防

護―次世代」であることから、「若い専門家の参加」セッションや学生・若手科学者の論文コンテス

トが注目されることを期待しています。 
 

ICRP 2021+1への出席を奨励するために、何か具体的に言いたいことはありますか？ 
この種のICRPシンポジウムがカナダで初めて開催されることを考えると、カナダの放射線防護

専門家がバンクーバーに来て海外の仲間と交流することをお勧めしますし、他の国の放射線防護

専門家がICRP2021+1に出席してカナダの仲間と交流することをお勧めします。 



ICRP 2020+1インタビュー： 
JEFF DOVYAK & JOE CORTESE, CRPA
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Joe Cortese氏（現地プロモーション）インタビュー 
 

個人的に今回のイベントで一番楽しみにしていることは何ですか？ 
次回、バンクーバーで開催される会議の運営をお手伝いする機会を得て、大変うれしく思ってい

ます。私の故郷で旧友や同僚の皆さんをお迎えし、私が世界で最も好きな街を皆さんと共有する

ことが待ち遠しいです。このような形で、全国の仲間と交流し、笑い合い、学び合うことができ

るのは、あまりにも久しぶりのことです。今年はICRPも参加し、世界中の仲間と交流すること

ができます。 
 

プログラム委員会のメンバーとして、ICRP 2021+1での参加者

の楽しみ方を教えてください。今年の会議のテーマは、「放射

線防護―次世代」です。キャリアを前進させ、現在の実践を改

善し、後継者への道を開くことは、今年の会議から得られる主

題のいくつかです。11月5日、6日には、継続教育セッションの

エキサイティングなラインアップが予定されています。また、

この秋のバンクーバーの美しさを体験することもできます。 
 

ICPR 2021+1のためのツアーはありますか？ 
カナダの粒子加速器センターであるTRIUMFを訪問するツアーが計画されています。"ツアー参

加者は、陽子が水素原子に結合した状態からターゲットや検出器に到達するまでの経路をたど

りながら、TRIUMFの多くの実験や施設を直接体験することができます。" 
私はこのツアーを実際に体験し、その魅力を実感しています。参加ご希望の方はお早めにお申

し込みください。 
 

どのような交流会が行われているのでしょうか？ 
ガーラレセプションは、11月9日（水）の夜、ノースショア山脈を背景にバラード入り江の絶

景が楽しめるバンクーバー・コンベンションセンターの美しいボールルームで開催されます。 
 

参加者がバンクーバーを散策する場合、ぜひ訪れてほしい場所はありますか？ 
スタンレーパークのすぐ近く、バンクーバーのダウンタウン中心部に近い場所で開催されます。

このイベントのロケーションは完璧です。バンクーバーには、世界有数のハイキングコース、バ

ンクーバー美術館、ヴァンドゥーゼン植物園があります。11月5日には、参加者が入れるバンク

ーバー・カナックスとナッシュビル・プレデターズによるNHLの試合も行われる予定です。あな

たがバンクーバーに滞在する間、私たちは多くのものを提供できます。 

http://www.triumf.ca/
http://www.triumf.ca/
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ニュースをお寄せください

 

 

 

 
 
 

共有したいニュースをお持ちですか？cop@irpa.net までお送りいた

だければ、IRPA NewsとIRPA Bulletinで紹介いたします。通常、会

報の記事は200～300単語と画像になります。 
 

学会スポットライトでは、アソシエイト・ソサエティからの最新

情報を常時募集しています。あなたの学会の近況をお聞かせくだ

さい。会議、カンファレンス、一般向けイベントや有益なニュー

スはいつでも歓迎です。 
 
 
 

出版物に関するあなたのIRPA委員会 
 

IRPAコミュニケーション・オフィサー：Dave Niven 
会報編集部：Dave Niven 
準学会リエゾン： Michèle Légaré 
ウェブサイト管理者：Dave Niven & Chris Malcolmson 
ソーシャル・メディア・マネージャー：Sven Nagels & Chris Malcolmson 
Media Reviewers：Sven Nagels, Young-Khi Lim, 藤田博喜 
Proceedings Advisor：荻野晴之 
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現在盗難防止に

最も有効な容器は

これになります。 

mailto:cop@irpa.net
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